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5月は暦の上では夏の始まりです。急に気温が上がったり、また1日の内でも朝晩と日

中の気温差が大きかったりと体調を崩しやすい時期でもあります。元気に過ごすコツは、早

寝・早起き・朝ご飯。毎日を元気に過ごせるように体調管理をしっかり行いましょう！

1(木) 内科健診(303・304・305) 22(木) 内科検診(104・105・106)

2(金) 尿検査（2回目） 27(火) 歯科検診(3年生)

8(木) 内科健診(101・102・103・107) 28(水) 耳鼻科健診

健康診断日程(5 月)

★健康診断の結果が返ってきたら･･･

学校での健診は、検査や治療を必要とする異常等がないかをみるスクリーニングです。健康診断結果が返って

きたら、内容をよく読み、二次検査が必要な場合は医療機関を受診し、その結果を学校に提出してください。

５月は体を動かすと気持ちのいい季節。でも、急に暑くなっ

た日は熱中症に要注意！

「熱中症は夏になるもの」そう思われがちですが、この時期

はまだ体が暑さに慣れていないので、いきなり激しい運動を

すると熱中症の危険があるのです。

引用：日本学校保健研修社「健」



●ニコチン･･･依存症にさせる作用があります。血管を収縮させ、血液の流れを悪くする作用もあり、動脈硬

化を促進させます。

●タール･･･たばこのヤニの成分。発がん性物質や発がんを促進する物質が数十種類以上含まれています。

●一酸化炭素･･･酸素を運ぶ機能を阻害し、酸素不足を引き起こします。動脈硬化を促進させます。

（参考：日本医師会禁煙推進Ｗｅｂサイト「禁煙は愛」）

◎ 一生「たばこを吸わない」という選択をしよう！

①喫煙は百害あって一利なし

喫煙は体の細胞の遺伝子や器官を傷つけ、がんの他、脳卒中や虚血性心疾患などの循環器疾

患、慢性閉塞性肺疾患(COPD)や気管支喘息などの呼吸器疾患、糖尿病などの生活習慣病、

さらに歯周病などさまざまな病気の原因になります。

②喫煙者が吸い込む煙と同じくらい周囲の人が吸い込む煙は有害

喫煙者が吐き出した「呼出煙」とたばこから立ち上る「副流煙」にも、多くの有害物質が含

まれています。煙に含まれる有害成分は、喫煙者が直接吸い込む主流煙より副流煙に多く含

まれるものがあり、受動喫煙（二次喫煙）による健康への影響は深刻です。

たばこの三大有害物質

これで健康力 UP！生活習慣改善ポイント！

引用：日本学校保健研修社「健」


